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A. 研究目的 
 多系統萎縮症（multiple system atrophy, 
MSA）は、進行性で原因不明の神経変性疾患
であり、病態の進行そのものを抑止する有効
な治療法が見つかっておらず、新たな治療法
の開発が強く望まれている。我々は、CoQ10
補充療法がMSAの病態進行抑制に有効であ
るという仮説に基づく医師主導治験を計画し
ており、それを背景にして、患者レジストリ
ーの運用、臨床評価尺度の標準化、自然歴の
調査を行っている。 

B. 研究方法 

 ISPORタスクフォースのガイドラインに従い、
多系統萎縮症統一臨床評価尺度（United Multiple 
System Atrophy Rating Scale，UMSARS）の日
本語訳版完成作業を行った。具体的には原著者に
了承を得たうえで、2種類の順翻訳を統合する調
整作業、統合した翻訳版を第三者に英訳してもら
う逆翻訳作業、逆翻訳版を原著者にレビューして
もらい、日本語訳を調整する調和作業を行った。  

（倫理面への配慮） 
人を対象とする医学系研究に関する倫理指
針（平成２６年文部科学省・厚生労働省告示
第３号）を遵守し、所属施設の研究倫理審査
委員会の承認のもと行った。 
 
 
C. 研究結果 
 ISPORタスクフォースのガイドラインに基
づき、UMSARSの日本語訳を完成させた。 
 

 
 
D. 考察 
 これまで、公開されているUMSARSの日
本語訳は 2種類あり、日本における多施設共
同の自然歴調査や治験を行う上での問題の一
つになっていた。今回、日本語訳を標準化し
たことで、多施設共同の多系統萎縮症の臨床
研究が促進されることが期待される。 
 
E. 結論 
 ISPORタスクフォースのガイドラインに基
づき、UMSARSの日本語訳を完成させた。
今後、信頼性と妥当性の検証を行う。我が国
における標準的な臨床評価尺度として、治験
や自然歴調査への活用が期待される。 
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